
＜ケーススタディ地区の取組概要＞

効率的な作業システムの普及・定着

＜取組の背景及び目的＞

＜地区名＞

栃木県鹿沼市

＜局・署名＞

関東森林管理局 日光森林管理署

鹿沼市の民有林人工林のうち約７割が利用期に達
しているものの、高性能林業機械を導入している事業
体は少ない状況。豊富な森林資源を活用して地域林
業の活性化を図るためには、生産性の向上が必要で
あることから、高性能業機械の導入と効率的な作業シ
テムの普及・定着に取り組むこととしました。

＜取組の概要＞

・市、県、森林管理署等により、高性能林業機械による
効率的な作業システムの普及・定着に向けた取組方針
について打合せを実施

・市内林業事業体に対し、生産性向上現地検討会への

参加を促し、意見交換を実施

・林業の低コスト化技術の普及・定着のため、下刈省略、

伐採・造林一貫作業システムの現地検討会を開催

＜連携体制＞

栃木県県西環境事務所

鹿沼市森林組合

粟野森林組合

鹿沼市

生産性向上現地検討会 機械による地拵え作業



◆林業の低コスト化技術の普及・定着の取組

◇下刈現地検討会の開催（7月）

【目 的】 下刈作業の省力化

【参加者】 県、市、林業事業体等 20名

【内 容】 植栽後１年目、同5年目の下刈作業
を省略した箇所、同4年目を省略する箇所等を
現地確認し、下刈り作業省略についての意見 交
換と情報共有を実施

◇伐採・造林の一貫作業システム現地検討会の開催（10月）

【目 的】 効率的な作業システムの普及・定着

【参加者】 県、市、林業事業体等 63名

【内 容】 伐採から造林までを一括発注した
現場において、グラップル等による地拵え作
業並びにコンテナ苗のフォワーダでの運搬及
び植付け作業を見学後、各班において検討し、
意見交換を実施

【意 見】

・集材作業等で使用する機械で効率的に地拵作業ができる。
・各作業が効率的に行える路網配置になっている。
・同じ業者が行うことで、伐採後の造林作業を考慮した集材作業が実施できてい
る。
・コンテナ苗を秋植えすることで、活着及び成長に影響はないのか。
・地拵えがきれいすぎることから、乾燥や養分不足等が危惧される。

◇◇市、県、森林管理署が連携し、効率的な作業システムの普及・定着に向けた取組を実施
林業の低コスト化技術の普及・定着のため現地検討会を開催

◆効率的な作業システムの普及・定着

◇県、市、森林管理署等の打合せ

年２回定期的に打合せ会議を開催し、高性能
林業機械による効率的な作業システムの普及・
定着に向けた取組の方針及び実行結果につい

て検討

栃木県鹿沼市での取組実績と今後の予定

◆作業の効率化に向けた取組

◇生産性向上現地検討会の開催 （10月）

【内 容】 国有林の素材生産請負事業において、

伐倒、集材等の作業工程ごとの生産性

を分析し作業システム改善などを図るた

めの現地検討会を実施

【参加者】県、市、事業体等 23名（うち鹿沼市林
業事業体３名）

【意 見】

<今後の取り組み>

･ 高性能林業機械を使用した効率的な作業システムを採用している事業地での現地検討会の開催
・ 国有林で実施する現地検討会に県、市、林業事業体等へ参加を要請し、林業の低コスト施業の普及・定着を促進
・ 鹿沼市内林業事業体の高性能林業機械の普及状況を調査
・ 国、県、市、林業事業体等による意見交換会の開催

鹿沼地区林業振興協会だより

・勉強になったが、作業条件が違う。

・地形にあった高性能林業機械を使用することや
稼働率を上げることが生産性を向上させるため
には重要であることを再認識した。
・月に１回行っている安全会議において生産性向
上についての検討を実施している。
・日報を付けることに対して、違和感はない。


